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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 2,227 △3.0 49 △58.2 56 △53.5 113 28.7

2019年3月期第1四半期 2,295 5.3 117 △5.0 120 △5.1 88 11.8

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　134百万円 （56.0％） 2019年3月期第1四半期　　86百万円 （3.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 0.82 ―

2019年3月期第1四半期 0.64 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 15,658 10,754 66.3

2019年3月期 14,865 10,757 69.9

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 10,381百万円 2019年3月期 10,394百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 0.00 ― 1.00 1.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年3月期の連結業績予想（2019年4月1日～2020年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,000 7.5 250 1.6 266 0.3 176 △9.8 1.27

通期 10,000 7.2 520 9.8 530 5.9 326 △9.9 2.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名） 株式会社山添製作所 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 143,611,765 株 2019年3月期 143,611,765 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 5,060,803 株 2019年3月期 5,060,803 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 138,550,962 株 2019年3月期1Q 139,150,180 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）3ページ「1.（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景として、緩やかな景気回復

基調で推移したものの、米国の通商政策などから世界経済の先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社グループの主要取引先である自動車業界においては、海外生産化やグローバル調達の強化等による不安要素

もあり、国内市場の先行きは不透明な状況にあります。

このような状況のもと当社グループにおいてはグローバル体制の推進及び品質力、業務対応力、生産技術力の向

上を図り、社会が望む魅力的な製品開発・提案を続けると共に、新たに株式会社山添製作所の全株式を取得し子会

社化することで、営業力及び開発力の拡充を図っております。

その結果、当第１四半期の経営成績は、売上高2,227百万円（前年同四半期比3.0％減）、営業利益49百万円（前

年同四半期比58.2％減）、経常利益56百万円（前年同四半期比53.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

113百万円（前年同四半期比28.7％増）となりました。

なお、株式会社山添製作所の企業結合日は2019年６月30日となっており、負ののれん発生益として特別利益に91

百万円計上しております。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（金属製品事業）

金属製品事業におきましては、受注が減少方向で推移しており、国内会社においては人員増加による販売管理費

の増加及び株式会社山添製作所を取得したことによるＭ＆Ａ費用を支出した要因等もあり、売上高は1,661百万円

（前年同四半期比7.3％減）、営業利益は72百万円（前年同四半期比45.7％減）となりました。

（電線・ケーブル事業）

電線・ケーブル事業におきましては、経費削減に努めておりますが、近年受注の低迷により厳しい状況が続いて

おります。

その結果、売上高は309百万円（前年同四半期比9.1%減）、営業損失は７百万円（前年同四半期は営業利益９百万

円）となりました。

（不動産事業）

保有不動産について、安定した稼働率の確保に努めており、売上高は66百万円（前年同四半期比38.0％増）、営

業利益は38百万円（前年同四半期比33.0%増）となりました。

（その他の事業）

その他の事業については、主として化成品事業及び売電事業から構成されております。化成品事業は、発泡・強

化プラスチック製品の販売を行っております。売電事業につきましては、ソーラーパネルの設置を保有不動産の有

効活用目的に限定することで事業リスクの低減を図っております。

その結果、売上高は190百万円（前年同四半期比66.7%増）、営業利益は８百万円（前年同四半期比431.4％増）と

なりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて８百万円（0.1％）増加し、6,159百万円となりました。これは、受取手

形及び売掛金が168百万円、商品及び製品が117百万円増加し、現金及び預金が451百万円減少したこと等によるもの

であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて784百万円（9.0％）増加し、9,498百万円となりました。これは、有形固

定資産の建物及び構築物（純額）が79百万円及び土地が554百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて368百万円（15.6％）増加し、2,728百万円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が153百万円、流動負債のその他が230百万円増加したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて428百万円（24.5％）増加し、2,175百万円となりました。これは、長期

借入金が174百万円、固定負債のその他が214百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて０百万円（0.0％）減少し、10,754百万円となりました。これは主に親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上が113百万円、配当の実施が138百万円により利益剰余金が24百万円減少したこ

と等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 連結業績予想につきましては、2019年５月８日に公表いたしました通期の連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,023,937 1,571,998

受取手形及び売掛金 2,013,484 2,182,258

電子記録債権 486,649 498,202

商品及び製品 686,907 804,194

仕掛品 347,855 391,626

原材料及び貯蔵品 463,855 523,241

その他 130,640 192,204

貸倒引当金 △2,011 △3,859

流動資産合計 6,151,317 6,159,868

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,650,388 1,729,568

土地 4,878,283 5,432,861

その他（純額） 1,258,172 1,315,756

有形固定資産合計 7,786,844 8,478,187

無形固定資産

のれん 58,197 55,481

その他 26,927 33,133

無形固定資産合計 85,125 88,615

投資その他の資産

破産更生債権等 3,013 1,105

その他 871,482 960,313

貸倒引当金 △32,622 △29,965

投資その他の資産合計 841,873 931,454

固定資産合計 8,713,843 9,498,256

資産合計 14,865,160 15,658,124

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 989,956 1,143,111

短期借入金 731,000 718,070

未払法人税等 55,711 27,617

賞与引当金 86,672 112,226

その他 497,190 727,785

流動負債合計 2,360,531 2,728,810

固定負債

長期借入金 51,324 225,646

退職給付に係る負債 443,048 481,297

役員退職慰労引当金 31,560 32,330

資産除去債務 88,908 89,012

その他 1,132,079 1,346,912

固定負債合計 1,746,919 2,175,198

負債合計 4,107,450 4,904,008
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 6,433,020 6,433,020

利益剰余金 2,608,251 2,583,536

自己株式 △181,728 △181,728

株主資本合計 8,949,543 8,924,829

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,733 15,499

土地再評価差額金 1,429,103 1,429,103

為替換算調整勘定 1,152 12,367

その他の包括利益累計額合計 1,444,989 1,456,970

非支配株主持分 363,176 372,316

純資産合計 10,757,709 10,754,116

負債純資産合計 14,865,160 15,658,124
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 2,295,670 2,227,923

売上原価 1,795,355 1,772,572

売上総利益 500,315 455,351

販売費及び一般管理費 382,810 406,214

営業利益 117,505 49,137

営業外収益

受取利息 618 767

受取配当金 326 318

受取手数料 1,634 7,033

投資有価証券売却益 － 33

その他 6,180 4,682

営業外収益合計 8,760 12,835

営業外費用

支払利息 1,975 2,234

為替差損 2,161 2,085

その他 1,504 1,532

営業外費用合計 5,641 5,852

経常利益 120,625 56,119

特別利益

固定資産売却益 387 12

負ののれん発生益 － 91,735

特別利益合計 387 91,748

特別損失

固定資産売却損 358 15

固定資産除却損 478 163

特別損失合計 836 179

税金等調整前四半期純利益 120,175 147,688

法人税、住民税及び事業税 22,894 27,367

法人税等合計 22,894 27,367

四半期純利益 97,280 120,320

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,851 6,483

親会社株主に帰属する四半期純利益 88,429 113,836
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 97,280 120,320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 348 929

為替換算調整勘定 △11,095 13,708

その他の包括利益合計 △10,746 14,637

四半期包括利益 86,533 134,957

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 79,499 125,817

非支配株主に係る四半期包括利益 7,033 9,139
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算項目

を考慮し、法定実効税率を使用して計算しております。
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